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1、はじめに
　中央処置室では、1日約200人前後の患者が訪れ
る。その際患者から「注射の上手な看護師にあたる
ように」と願う声などを耳にし、穿刺の際に苦痛表
情を目にすることが多くあった。私達は注射や採血
時に少しでも不快感や恐怖感を軽減させ、痛みの緩
和につながる有効な方法はないかと考え、先行研究
を調べたところ、小児の採血時に呼気に合わせてお
腹をへこませると採血時の減軽が緩和されたとい
う報告があることを知った。一方、成人に対する有
効な痙痛軽減の文献は少なく、また呼吸法や穿刺部
周囲の圧迫法などを取り入れている施設の報告も
ほとんどなかった。そこで私達は、この小児に用い
た方法を適用し、お腹をへこませる呼吸法が、成人
にも有効であるかその効果を検討したいと考えた。
皿、目的と方法
研究目的：静脈穿刺時に呼気時に合わせてお腹をへ
　　　　　こませると豊沼軽減にどの程度効果が
　　　　　あるのか痺痛スケール（NRSの10段
　　　　　階評価を使用）とアンケートを用いて検
　　　　　証する。
研究方法：研究デザインは量的実験型研究とした。
1）　研究期間
　　　平成20年7月中旬～8月上旬
2）　研究対象
　　　中央処置室で採血する患者
　　　従来群→介入せず採血をした患者100名
　　　　　　　（20歳～69歳までの男性50名、女
　　　　　　　性50名）
　　　介入群→お腹へこませ法を指導した患者100
　　　　　　　名（20歳～69歳までの男性50名、
　　　　　　　女性50名）
3）　データ収集方法
　　予備調査にて介入群の場合、看護師1人で声か
　けしながら、採血するのは難しいことや患者のお
　腹がへこんでいるのか確認できないということ
　がわかった。
　　そのため介入群のみ、採血する看護師とお腹へ
　こませ法を横で声かけする看護師とを分け2人
　でペアを組んで実施した。また、従来群、介入群
　とも採血する際、22G翼状針で正中皮静脈から採
　血することを統一した。
　〈従来群〉
　①従来の方法で採血を実施する。
　②採血後にアンケート用紙を渡し、NRSの
　　　痛みの評価についての説明を行う。
　③アンケート用紙に記入してもらい回収する。
　〈介入群〉
　①お腹へこませ法のパンフレットを用いて、患
　　　者の横につく看護師が説明する。（資料2）
　　　（NRSの図）
②患者は3回お腹へこませ法を練習する。その後
　患者に了承を得て、看護師は手を患者の腹部に当
　てる。
③お腹へこませ法が習得できたら、3回お腹へこ
　ませ法を繰り返した後、4回目の時に採血するこ
　とを説明する。
④3回繰り返した後、4回目の時に横についている
　看護師が、「はい、採血します。」と声かけし、採
　血する看護師が針をさす。
⑤採血後にアンケート用紙を渡し、NRSの痛み
　の評価についての説明を行う。
⑥アンケート用紙に記入してもらい回収する。
4）　分析方法
①従来群．介入群ともNRSの痛みの評価を全体、
　また男女別に素集計する。
②集計データの中から、従来群．介入群の全体と男
　班別の平均値を出す。
③従来群．介入群の全体と男女別の平均値の差の検
　定を行う。有意差検定はt検定で行い、危険率
　5％以下を有意差ありとした。
④NRSの痛みの評価のほかに採血に対する不安
　　やお腹へこませ法を実施しての感想を集計す
　　る。
5）　倫理的配慮
　　研究参加へは、研究概要と具体的な依頼内容を
　文書と口頭で説明し、承諾後も辞退が可能である
　ことを説明した。
お腹へこませ法
4鱒一ゆ一脚7．望厨の刀を掻き表しよう．
稽讐離u
3，おなかをへこ塞ず
ようにして風庖吐
菖畿しょう．
．　これ奄a鳳糠り雌しましよう．
．採血腰に「おなかをへこませて下さい．」
と声罹かけますので、大さく思を吸っ
てからげぷのおと　じようにねなかを
へこ　しょう’ @　矯　　　　　　　k）　’
　　　　　　　　踊　匿怖層k　帽r引塾喝麗㍑」十一堺一一
（資料1）
012345678910
（資料2）NRSの図
10
皿、結果
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［図1】従来の方法での痛みのスコア（従来群）
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［図2］呼吸法での痛みのスコア（介入群）
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［図3】従来群と介入群を比較した場合
　採血した時の痛みの強さを比較すると平均値は、
従来法で3．3呼吸法で1．7その差は1．6であった。
有意差はみられなかった（t検定p〈0．05）
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［図5］　不安を感じる要因（自由回答）
もともと採血が苦手で不安 1人
過去に痛い思いをした 6人
針を刺されることに抵抗を感じる 5人
その他 2人
［図6］　お腹へこませ法実施しての感想
痛みを感じなかった 27人
何もしないより痛みが和らいだ 47人
痛かった 1人
看護師と会話することで不安感が和らいだ 15人
特に何も感じなかった 8人
IV、考察
　従来群と介入群では、介入群の方が痛みのスコア
の平均値が低く分布表からみても介入群の方がス
コアの割合が0～3に集中しているのが読み取れた。
　従来の方法で痛みのスコアを10と最も高く答え
た患者は、採血前から注射が苦手で1回でとってほ
しいと緊張されている様子が強く伺われた。稲田は
「不安や感情的な影響が痛みを強く感じさせるこ
ともある」1）と述べており、一般的にも不安や緊張
などは痛みの閾値を低下させることが知られてい
る。従来群のアンケート結果からは、全体の約3割
の患者が採血に不安を感じると答えており、そのよ
うな思いが強い人ほどスコアを高めに示していた。
　しかし、お腹をへこませる呼吸法を用いると5以
上のスコアを示す患者は1名のみであった。また、
0と答えた患者は従来群では0名であったのに対し
介入群では全体の14％おり「全く痛みを感じなかっ
た」「不思議だ」との声が聞かれた。
　呼吸法は心身のリラックス効果や出産時のラマ
ーズ法でも代表されるように痛みから気を紛らわ
せる効果があることは知られている。荒井は「ほと
んど誰でも注射をうけようとすると緊張する。しか
し鋭利な針を弛緩した組織内にうまく注射すると、
それほど痺痛を与えずに行うことができる」2）と述
べている。空気を吐き出す動作やお腹をへこます動
作は、ちょうど呼気にあたり全身の筋群が弛緩した
状態をつくりだしており、そのことが患者の緊張の
緩和につながったと思われる。また、お腹をへこま
せるという動作に注意の視点が向けられたことも
痛みの軽減につながったと分析する。さらにお腹を
へこませる効果について事前にポスターを掲示し
たことや、具体的にパンフレットを用いてオリエン
テーションし会話を多くもったことも痛みの閾値
を上昇させたのではと思われる。
　今回のアンケート結果からは、全ての患者に効果
的とは言えず有意差を証明することはできなかっ
た。しかし、全体の痛みの平均値を比較するとお腹
へこませ法を用いた場合、明らかに痛みのスコアが
下がった。また、お腹へこませ法を実施しての感想
では、全体の約5割の患者が「何もしないよりは痛
みが和らいだ」と答えている。以上のことからお腹
へこませ法は、痛みの緩和効果があったのではない
かと考える。また、男女差を比較するとNRS値の
平均は、従来群・介入群ともに男性の方が二値であ
った。一般に痛みに対する耐性は「男性は女性より
我慢すべき」という社会的な躾が強く心理的な要素
が影響しているものと思われる。
　今回私達は、痛みを数量化して表したが、そもそ
も痛みは主観的なものであり、まして注射や採血の
ような一瞬の痛みとなると個人差も大きくスコア
のみで評価することは難しいと感じた。0～10まで
のスコア表示だけでなく、その数字の下に言葉で痛
みの強さの表現をたすなど、その時の表情や言動な
ども含めて客観的に痛みを判断していくことが重
要であると感じる。可能であれば、同一患者に従来
群の時と介入群の時の痛みの変化を聞ければより
確実なデータが得られたのではないかと考える。
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V、おわりに
　注射は痛いのがあたり前という一種の固定観念
が、私達医療従事者の多くにもあるのではないかと
思われる。「注射は痛いものだ」とあきらめないで今
回の研究で効果がみられなかった患者に対しても、
いかに痛みを軽減するかを今後の課題として考え
ていきたい。
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